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研究シーズの概要 

長らく華僑華人の中でも少数集団とされてきた客家（はっか）ですが、近年新たに「自分は客家だ」「自分のルーツは客

家語地域だ」と名乗る人が増えてきました。こうした動きは地域の観光産業振興にも関わっています。なぜ新しく客家と名

乗る人々が増えているのか。その背景には史実としての裏付けがあるのだろうか、を探っています。 

 

 

 

研究シーズの詳細 

◆研究例◆  

中国雲南省には客家人口がいないとされていましたが、近代になって江西省の客家語圏から雲南に移住した人々の痕

跡が見つかりました。彼(女)らはなぜ客家と名乗らなかったのか。近代になって客家を名乗る人々が増えていった、という

のが定説ですが、それはごく一部の高等教育を受けた人だけの動きだったのではないか、と考え、客家の移動と自己認識

の変遷を中国国内外の双方から探っています。 

 

 

 

 

 

想定される用途・応用例 

客家文化圏であることと観光資源開発を連動させて地域経済の活性化を試みている例が少なからずあります。 

 

 

 

 

 

セールスポイント 

客家文化の継承、創造を主旨としたイベントのあり方は日本の観光業にも参考になる所があります。 
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